
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労選択支援事業ワーキンググループ始動 
令和６年度は就労選択支援事業の理念を理解するための研修会

を９月におこない、それを受け、３月には障がい者雇用の状況

や就労系福祉サービス事業所の利用状況を含めた地域課題を共

有する研修会をおこないました。 

今後は、就労選択支援事業が開始される１０月にあたり、各市

町村は具体的な準備を進める必要があると考えます。 

令和７年度は、予想される課題に対するワーキンググループを

行っていきます。 

令和７年５月２０日に行われたワーキンググループの内容につ

いてお伝えします。 

ワーキンググループ② テーマ 

 

参加者…ＷＧ①の参加者・ハローワーク帯

広・十勝総合振興局・特別支援校・

就労選択支援事業予定事業者 

ワーキンググループ① テーマ 

 

参加者…１市３町の行政福祉担当者･基幹相談支援 

センター 

 

就労選
択事業
所

行政福
祉担当
者

相談支
援事業
所１０月の事業開始を前に、障が

いのある方のサービス利用状況

を共有し、事業の必要性を確認

しました 

 

就労選択支援事業の開始後の状況を想

定し、利用までの経路や事業所が対応

できる人数・地域を確認しました 

就労選択支援に関する研修会のお知らせ 

日にち：令和７年７月２８日（月） 

開催地：釧路市 

    （リモートでの視聴も対応予定） 

内 容：①就労選択支援事業の最新情報 

    ②相談支援事業所の役割 

    ③A型 B型利用者の就労選択支援 

事業の活用について 

※詳細は決まり次第お知らせします 

１０月までに厚生労働省専門官の講演を直接聞け
る道内研修は、この機会のみの予定です 

是非ご参加ください 

就労選択支援従事者に必要な研修です 

ワーキンググループ開催後、町村の自立支援協議会・就労支援部会・相談支援部会 で就労選択支援事

業についての周知依頼をいただき、地域に合わせた取り組み方法が具体的になっていく予定です。 

地域での取り組みを検討する場合、基幹相談支援センターの設置を含めた相談支援体制の状況や、計

画相談を利用しているか、セルフプランでサービスを進めるか等の違いでも利用の流れが変わります。

また、就労選択支援事業所が立ち上がる地域と、現時点では対応が難しそうな地域も出てくる状況で

す。障がいのある方の多様な働き方が広がる中、ご本人のニーズを踏まえたうえで「一般就労」の実現

とその質の向上に向けて検討していきたいと思います。 

今後の展開について 

「就労選択支援事業の創設の経緯の共有と方向性の確認」 「今後の利用見込み数の確認と実際の対応の確認」 

 


